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る形で開催した Guelph Jazz Festival Colloquium という即興に特化した史上初の学会である。さ
らに、ゲルフ大学英文学科の教授アジャイ・へブルの指揮のもとに始まった国際的研究プロジェ
クト、Improvisation, Community, and Social Practice（ICASP）は、2004 年に学術誌 Critical Studies 















ダニエル・フィスクリンとへブルが編集したThe Other Side of Nowhere: Jazz, Improvisation, and 
Communities （2004）もまた、即興をコミュニティという観点から分析しようと試みている。 
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1 近年の即興研究の射程は、以下のような幅広い研究に見ることができる。即興と言語学（Berliner, Monson）、




2 奴隷制からモダニズム期にかけての黒人文学に頻出する「移住ナラティヴ」については Griffin が詳しい。 
 
3 ジグムント・バウマンは『コミュニティ――安全と自由の戦場（Community: Seeking Safety in an Insecure 
World）』において、短期的な共同性という概念を提唱している。たとえばコンサート会場で音楽を聴いて
いる間だけ感じるファン同士の絆や、スポーツを応援するときの生じる一時的な連帯感、デモ行進の参加
者が抱く束の間の結束感など、従来は必ずしも共同性という言葉で表されることのなかった人と人とのつ
ながりは短期的な共同体の例である。バウマンは、これらの共同性を賞賛するよりはむしろ、その重大な
欠陥を指摘している。コンサートや映画館やスポーツ会場などにおいて、スター俳優や歌手（偶像・アイ
ドル）を中心に即席で形成される短期的な共同体は、決してその参加者たちの間に「倫理的な責任の網を
織りなすことを」をしない（71-72）。いいかえれば、映画や音楽などの文化表現を媒介とする短期的な共
同性には、長期的な共同体に存在するような義務感、倫理観、強い絆、共助精神などが欠けている。最悪
の場合、このような倫理性なき共同性は、人々を匿名化しつつ倫理感の欠如した群衆へと変貌させてしま
う。デモ行進やサッカーを観戦するファンたちが、その場限りの絆を利用しつつ暴徒化することはその一
例だろう。 
